
レーザー式建築限界測定装置
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現場ですぐに判定します！

作業人員の削減
現場でレポートが完成
そのまま証拠書類として提出可能



より使いやすく
ソフトには予め、場所情報として線名/駅・区間、線別/番線、電柱番号/キロ程が用意されています、これらは
テキスト入力せず一覧表から選択することができます。（場所メモはテキスト入力用の項目です）
　　

■豊富な場所情報
プリセットから選択するだけ

線名/駅・区間　選択画面 線別/番線　選択画面 電柱番号/キロ程　選択画面 場所メモ

測定場所をさらに分かり易く説明したり
場所だけでなく、測定対象物の名称を
記入するなど自由に使うことができます。

テキスト入力が必要です。

素早く、
正確に

見やすい、
大画面

信頼のソフトウエア

■レールガイド

■タブレット型PCを採用
■強力な編集機能

■使いやすい理由

■DISTO　D-5

距離と角度を測ればＯＫ！

責任者

作業員

カントに合わせて図形も傾きます。

レール拡幅にリアルタイムで対応し判断します。

直線選択 曲線 R100

カント 0

測定画面 印刷シート画面

カント 5度

左右の目盛を合わせてレールガイドを
レールに当てれば、測定器は自動的に
レール中心へ設置されます。

測定作業も編集作業も使い慣れたエクセルでダイレクトに
操作できます、基本操作はもとよりデータの編集・閲覧用デ
ータの作成やプリントアウト等の作業をストレス無く行う事
が可能です。

測定画面で測定したデータは
印刷シート画面で詳細な寸法
や図表示を見ることができます

測定されたデータは単なる数値として記録されるだけ
でなく図表示の中に測定順に番号を伴い点として表示
されます、図表示内のポイントが建築限界に支障してい
る場合は赤色の点、支障していない場合は青色の点で
表示されますので、測定後は測定値と建築限界を照らし
合わせるための計算をせずともこの図表示上のポイント
の色を見るだけで支障しているかいないかの判断を行
うことができます。
測定作業中でもカントの再設定はもちろん、最初に設
定した建築限界の変更や直線/曲線の再設定に対して
リアルタイムで反応し図表示を変化させ選択した状況
に合わせて再度判断を行います。
　　

測定作業後に、事務所に戻った後で、万一建築限界や
曲線Ｒの違いを発見した場合でも 、編集用　の保存
データを開けば建築限界や直線/曲線の変更に対応し
測定時と同様リアルタイムで反応し図表示を変化させ
選択した状況に合わせて再度判断を行います。
　　

レール中心に簡単セッティング

画面の見やすさ、操作のしやすさ、持ち運び
に最適なWindowsタブレットを採用してい
ます、付属品の画板タイプケースに入れて持
ち運べば両手は自由です。

タッチパネル方式

エクセルでダイレクトに操作

■判定がより明確に
設定変更にリアルタイムで対応

測定後でも設定変更が可能

Bluetooth　5.0に準拠し、通信ソフトに
ライカ製DISTO　Transferを使用すること
によって、測定ボタンを押すだけで自動
的に測定データがタブレットへと送られ
ます。USB充電式となり電池交換のたび
に測定器を外す必要が無くなりました。

ワンボタンで操作完了

セッティング方法。

レバーハンドル1つでロック/フリー
（ロック解除）状態の切り替えと微調整
が可能です。

素早く、確実に操作できる

簡単・安全・少人数で時間短縮

チェックマンⅢを使用すれば角度調
整架台をレールにセットしてレーザー
を照射するだけで簡単に建築限界の
判定が行えます、高所作業が不要な
ため、作業人員の削減・安全性の向上
作業時間の大幅な短縮が望めます。
また高所作業がやりにくい地下鉄・
トンネル内壁などの寸法測定や架線
測定にも使用することができます。

①レバー全体を下に押すとロックが解除されア
ームが大きく自由に調整できます。

①左のレールガイドを目盛ゼロに合わせレール
　ガイド固定つまみで固定しレールに当てます。
②右のレールガイドをレールに当て、目盛の数
　値を読み、その数値の半分だけ右のレールガ
    イドを戻しレールガイド固定つまみで固定し
    ます。
③左のレールガイドをレールに当てます、この時
　目盛は自動的に右の目盛と同じ数値となります。
　

②アームが任意の位置にある時、レバーを戻す
　とその角度でアームがロックされます。
③ロック状態のままハンドルを回すとアームの
　微調整が行えます。
④ハンドルを時計方向に回転させるとアームは
　下がり、反時計方向に回転させると上がります。
⑤ハンドル1回転につきアームは１°動きます。

※同じ測定値でも直線 /曲線の選択によって建築限界は変化します、この場合直線
　選択では青色でOKだった測定ポイントが曲線R100では赤色となりNGとなって
　いることが図表示から容易に判断できます。

※測定画面と印刷シート画面はワンタッチで
    自由に切り替えが可能です。

※1：チェックマンⅢでは編集不可能な閲覧・配布用の .xlsx データと編集用の .xism
　　　データの 2つを同時保存します。
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※1

曲線/直線　選択画面

建築限界図　選択画面

※1 再編集可能

図表示変化

編集で再判定
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No 測定

単発

単発

斜距離 垂直距離 垂直離隔 最短離隔
離隔

水平距離カント平行 カント平行
SD X1 X2

鉛直距離
Y2

仰角（°）
VAY1 ｘ ｙ ｓ

1

2

3

4

5

3302 2747 1837 2752 1829 33.5 847 847
1454 1281 693 1282 690 28.1 -294 -612 -294

■ワンタッチレバーハンドル



重　量：180ｇ/ 防塵防滴：IP54/Bluetooth　5.0 準拠　　
サイズ：全長 144mm×60mm×24mm
レーザーの仕様：クラスⅡ　620-690nm   <1mW

レーザー測定器 -10℃～ +55°小雨使用可、タブレット -5°～ +35°小雨使用不可
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USB ケーブル

5.0
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FAX<03>6454-1972

202409①

チェックマンⅢの設置、測定方法、データ
の活用方法、注意点について詳細に説明し
ています。（PDF)
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レーザーの安全性：IEC60825-1(2014-05)


